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中流域の地域社会における地球温暖化の影響に焦点をあて、何が起きているのか報告したい。気候変動の影響はマクロな 球循環システムのなかで検知できるが、それがどのように作用する はミクロな視点で分析する必要がある。地球温暖化へ 対策構築という意味でも個々の人間社会で具体的にどのような影響 あるのかを突き止めることは大変重要な であ 。　
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道路が拡張 きると思わ るかもしれない。しかしこの地域 地面が永久凍土であ ことを想起して欲しい。温度上昇は永久凍土の夏季の融解深度を深めることにつながり、道路のでこぼこ ひどくることは間違いない。現在においても都市から 遠隔性によって物価が大きく上昇する当該社会の小売りの仕組みは、悪くなることはあるにせよ、改善される見込みは少ないと思われる。　
永久凍土の夏季融解深度の影響
は、局所的にはオブラーギと呼ばれる流水浸食作用 なっ 地域社
会に被害をもたらしている。この現象は、夏から初秋にかけての降雨後、湖沼水が増水し決壊することで発生する。気温上昇と降水量の増加＝湿潤化 よって土のなかに蓄えられていた氷が融解し、陥没地形を生むと同時に、その近辺に小規模の湖沼を形成させる。それが降雨によって決壊するのである。ヤクーツクから川沿いに三〇〇キロ程上流に行ったある村では二〇〇七年六月に、オブラーギによって、地面が大規模 陥没した。その大きさは深さ六〜一〇メートル、幅二 メートル、長さ八〇〇〜二〇〇 メートルほども達した。この「小谷」形成の結果、道路の寸断、家屋の崩壊、住民の転落、墓地の露出が発生した。このような現象は近年レナ川流域だけでなく 森林地帯 合間に広がる平坦地でも発生 ており、それは夏の道路＝陸道を結果として寸断す 影響を起こしているのであった。　
シベリアの地域社会では温暖化
が水環境に関わる社会領域に大きな影響を与えている。 こ地域に歴史的に暮ら きたサハ人の生産活動におい も同様である。サハ人の牛馬牧畜は、レナ川












 高倉浩樹編『極寒のシベリアに生きる』 （新泉社、二〇一二） 。
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